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“つながる”クルマが生み出す新たな価値 
～クルマが情報端末になる日～ 

1.“つながる”クルマ 
　～クルマとICTの融合～ 
　近年、クルマとICT（情報通信技術）

の大手企業同士による協業や提携に

関する取組みが次々に発表され世間

を賑わせている。フォード＊1とマイクロ

ソフト＊2による車載エンターテインメント

システム「Sync」での協業が最初のケー

スであったが、最近ではトヨタ自動車と

マイクロソフトによる次世代テレマティ

クス＊3向けグローバルクラウドプラット

フォームの構築に向けた戦略的提携

が記憶に新しい。その後も、インテル＊4、

セールスフォース・ドットコム＊5と立て続け

に発表されている。 

　HV（ハイブリッドカー）やPHEV（プラ

グインハイブリッド）、そしてEV（電気自

動車）といった次世代自動車の普及を

視野に、クルマは大きく変わろうとして

いる。上記の取組みは、開発スパンの

長いクルマに対して、技術革新・進化が

速い情報通信のモデルを融合すること

で新しい価値を創出するとともに新た

なビジネスの枠組みづくりを指向した

動きと考えられる。 

　すなわち、クルマ単体での価値向上

だけではなく、クルマと人、クルマと端末

デバイス、そしてクルマとネットワーク／

クラウドがつながることで、これまでに

ない新しい価値の実現を目指した取組

みと言える。  

　“つながる”ことでクルマは今まさに

大きく変わろうとしている。そして、ITの

分野ではなかなか進展がなかったク

ルマとICTの融合が、この動きを促進

している。 

● 

2．“つながる”クルマで始まる 
　開国 
　カーナビゲーションシステムに代表さ

れるクルマのICTは、クルマ独自の技

術をもとにしてクルマの安全安心・快適

利便面の高度化に貢献してきた。ただ

し、個々のクルマに最適化されている

ため、ある意味で非常に閉鎖的なICT

となっている。そのため、家庭やモバイル

におけるICTと、クルマにおけるICTの

間には壁ができあがってしまった。人々

が家庭やモバイルで当たり前のように

利用できるサービスがクルマでは利用

できないといったように、クルマが世の

中から隔絶された不便な場所になって

しまった。例えば、少し前までは、普段

使っているiPodの音楽がクルマでは聴

くことができなかったし、普段使っている

携帯電話やスマートフォンがクルマでは

使いにくかった。このままではスマート

フォンで普段利用しているアプリケー

ション（以降アプリ）もまた、クルマでは

快適に使えないことになろう。 

　こうした中、家庭やモバイルの当たり

前をクルマでも利用できるようなアプ

ローチが広がりつつある。例えば、トヨタ

自動車が米国で提供を開始したスマー

トフォン連携車載サービス「TOYOTA 

Entune」では、スマートフォンに入って

いるレストラン検索アプリや映画館検索

アプリなどを、クルマに設置された大きな

タッチパネルディスプレイ画面で快適か

つ安全に利用することができる。これら

はユーザーが普段使っている一般的な

アプリであるが、同様のサービスは日本

でも近い将来提供される予定である。 

　こうした取組みは、単にクルマとICT

の壁を無くすだけでなく、クルマと家庭、

クルマとモバイルとの連携・融合を実現

することで、クルマの新たな価値を創出

しようする動きといえる。すなわち“つな

がる”クルマにより、価値創出の化学反

応を起こし、クルマの新たな形やこれ

からの姿を模索しようとしている。 
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図表1　カーメーカーが提供する主なクルマ向け情報サービス 
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赤字はスマートフォン連携のサービス 

当レポートに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。すべての内容は日本の著作権法及び国際条約により保護されています。 
Copyright(C) 2012 Nomura Research Institute,Ltd. All rights reserved. No reproduction or republication without written permission. 



＊6.ネットにつながるクルマの台数の比率についてはNRI独自調査をもとに試算 
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　“つながる”クルマは、長い間守り続

けてきた“クルマ単体での最適化”と

いう鎖国状態を脱するトリガーとなるも

のであり、クルマが社会全体の最適化

に向けた開国の幕開けとなる。 

● 

3．スマートフォンとの連携 
　いつでもどこでも、ネットやクラウドに

つながるモバイル端末として、スマート

フォンが世界各国で急速に普及して

いる。2015年には携帯電話サービスの

加入者のうち、半数から約8割が同

ユーザーになるとみられる。 

 一方、ネット上の自動車専用のサービ

ス（例：位置情報サービス）を利用して

いるクルマの台数は、世界的に最も普及

しているとされる日本でさえ、その普及

率は車両全体の2～3％に過ぎない＊6。

一向に普及しない要因として、車載端

末やサービス内容が世の中のICTの

進化についていけていないことがあげ

られる。しかし、このような断絶した状

況に終止符が打たれようとしている。

それが、「スマートフォン連携」＊7である。

これによりユーザーは、普段使っている

スマートフォンをクルマと接続し、クルマ

の中でもアプリを安全かつ快適に利用

することができる。スマートフォン連携の

特徴は、このようにクルマ側ではなくス

マートフォン上のアプリを実行すること

にあり、クルマの中でも、最新のものを

利用することができる。 

　先進的な商品・サービスとしては、

主に米国が先行しており、フォードの

「MyFord Touch」やトヨタ自動車の

「TOYOTA Entune」、パイオニアの

「AppRadio」等がある。今後は、携帯

電話機メーカーが主導してきた「Mirror 

Link」に対応した車載端末も次々に

リリースされる見込みである。 

● 

 

4．ビッグデータとの融合 
　ICTの世界では、クラウドに次ぐ新た

なトレンドとして「ビッグデータ＊8」が注目

されている。 

　ビッグデータとは文字通り、膨大な情

報を指す。そこからこれまで把握でき

なかった情報を抽出したり、新たなトレ

ンドを予測したりと、膨大な情報から

ICT技術を駆使して新たな価値を創

出しようとする動きである。 

　現在は、「つぶやき」などの形で人々

の関心やニーズが収集できるため、

FacebookやTwitterなどに蓄積され

たデータが主たる連携対象となる。

GPSなどから発信される「位置情報」

もまた、スマートフォンから受発信するこ

とができ、ユーザーの許可さえあれば、

膨大な位置情報が動態情報として蓄

積されることになる。その際、クルマは、

動く位置情報発信拠点となる。 

　そこには新たな可能性が多く存在

すると考えられ、基本的なところでは、

動態情報を集客力向上に活かした

マーケティング活動などが想定される。

例えば、全てのクルマが位置情報を発

信するようになれば、より精度が高くより

詳細な渋滞予測が行えるようになり、

渋滞のないドライブ計画がたてやすく、

クルマでの移動におけるストレスから

解放される。ひいては環境に優しい

クルマ社会に近づくなど、社会的に大

きな効果が期待できる。 

　このことはあくまでも一例であるが、

ビッグデータとの融合は、多くの可能性

と将来性を秘めており、今後当該分野

の動きはますます活発化するであろう。

まさに、クルマが情報端末化する兆し

である。 

● 

5．まとめ 
　これまでのクルマは単独で進化・発展

し続けながら、「走る・曲がる・止まる」と

いうクルマの根源的な価値に対して

磨きをかけ、人 を々魅了してきた。しかし

ながら、今クルマが直面する課題は、

クルマ単独で解決するには限界がある。

先述したような環境に優しく、安全・

安心で、日常生活をもっと楽しむことが

できるカーライフ社会も、その実現に向

けては、クルマと社会が連携し協力し

あいながら解決することで初めて実現

する課題である。すなわち、クルマが発

揮すべき価値は、部分最適化のステー

ジから社会全体を見据えた全体最適

化のステージに入ろうとしている。全体

最適化の実現に向けては、“つながる”

クルマの実現が重要な一歩になる。 

　確かに、そのステージは通過点に過

ぎないかもしれない。しかし、その先にあ

るのは、“つながる”クルマ同士がつなが

り、人とクルマ、社会とクルマが一体化

した、新しい形での“絆”社会である。

クルマが情報端末化し、さらにソーシャ

ルな存在になる、そんな時も近いうちに

到来するかもしれない。 
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上級コンサルタント 
自動車・ハイテク産業コンサルティング部 

高橋  主 

＊8.情報量の大きさだけでなくセンサーから常時送信される情報のような「リアルタイム性」、インターネットを流れる音声や動画、SNSなど「多様性」という特徴を含んだデータ 

＊7.ユーザーが普段使っているネットコンテンツやアプリケーションをクルマでも快適に利用できるようにするため、「スマートフォン」と連携する仕組み 

図表2　ICTで連携・融合が進むクルマと家庭・モバイル 
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クルマが家庭・モバイル端末やネットと“つながる”ことで、クルマの新たな価値を創出 
世界のカーメーカーが“つながる”クルマに向けた取組みを強化 
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